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Wild Birds on the Fringe of an Urban Area : 
平成14年9月
September, 2C 02
Crow ・ Sparrow ・ Grey Starling ・ Pigeon ・ Swallow ・ Cuckoo ・ Bulbul 
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I はじめに
今、自分が住んでいる所がどのような環境なのかを知るひとつの方法と して、そこにどのよ
うな生物がいるかを尺度とする方法があり、これを生物指標と呼んでいる。中でも、 よく目に
触れる野鳥は、指標として適役だとされている。
人が、人として生きてしぺ根源が、人と自然との関り合いそのものが、今、改めて聞い直さ
れているともいえよう。
大空高くそびえる高層ビル群や、地中深くに張りめぐらされた地下街や、地下鉄道は、確か
に優れた科学技術の成果である。しかし、こつした人工環境で生活し、便利さと効率を追求し
た都市生活に人々が慣れてくるにつれて、何か大切なものを失ってしまったような気がしてな
らない。それは、その日の空模様を見て、天気の変化を肌で感じとっていた人が、いつの聞に
か、 天気の判断を、テレビの天気予報に依存してしまうのに似ている。考えてみれば、初めて
飛行機や新幹線、高層ビル、高速道路を見たときの驚きと不安が、なぜ、いつの聞にか消えて
しまったのか、不思議でならない。
スズメやツバメ、カラスといった野鳥が私たちの身近に存在することが、都会人の失いかけ
ている大切なものを呼び覚まさせてくれるのではあるまいか、と思っている。
E カ フ ス Crow 
ハシブトガラス、ハシボソガラスの 「ハシ」というのは、明（くちばし）のことで、そのハ
シの大きさ、 つま り太さで、 ハシブト、ハシボソという名がついている。カラスl）は、 体の色
から 「黒しjという言葉からきたものとか、色ではなく鳴き声からきたという説もある。英名
Crow （クロウ）、仏名Corbeau（コルボウ）も、 鳴き声を意味している。
なぜ、か、カラスは人の嫌われものである。どうも人は、黒い物を忌み嫌う ようで、カラスも
黒く生まれたが故にいわれ無き差別を受けるはめになってしまった。もし、カラスが白か、あ
るいは鮮やかな赤や黄色の色合いなら、また違った受け止められ方をしていたに違いない。
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カラスの仲間は、市街地から高山まで、種類によっていろいろな場所に住み、太くて、にご
った声で鳴くものが多いが、 さえずりはしない。雑食性で、昆虫、 木の実などいろいろなもの
を食べる。繁殖の期間はつがいでくらし、子育てがすむと、 群れとなってくらす。
カラスの仲間は、 鳥の中でも頭のいい鳥といわれ、特にハシブトガラスやハシボソガラス
は、人の顔を覚えることもある。
ハシブトガラスは、公固なとεで、ハ トのためにまかれたえさを、 人聞がいなくなったとたん、
横取りしている。えさを横取りされても、ハトが攻撃してこないのを知りつくしている。
人間が近づこうとすると、たちまち l羽のカラスが声をあげて、仲間に知らせ、逃げて行っ
てしまうという用心深さがある。く ちばしが太く「カア－Jと鳴く。全国のどこにもいて、ご
みをあさったり、魚の死体を食べる姿をよく見かける。
ハシボソガラスは、く ちばしが細くて 「ガアー Jと鳴く。農地などで地上を歩いて、えさと
りをしている様子を見かけることが多い。
カラスは、最も身近な鳥として、人と共に生活してきた。時には、農作物を荒らす害鳥とし
て嫌われ、 人を襲う烏と しても恐れられてきた。しかし、同時に、クルミを車にひかせて割っ
て食べたり、余った食物を貯食して利用するなど、 その賢さと抜群の記憶力のよさには驚嘆し
てしまう。カラスの「電線ぶら下がりごっこ」ゃ 「すべり台遊び」なども、人間に近いものを
感じさせてくれる。
生物界の中でも、カラスはじつによく人間に似ており、たくさんの共通点がある。カラスは
大胆にして慎重かつあらゆる情報に通じている。神社や寺院の神聖な森で夜を過ごし、高所か
ら我々を見張っているカラスを、昔の人が神の使者と して考えたのも、当然のことのように思
える。
日本では、『古事記jの「神武紀」の中で、吉野の山中で道に迷った神武天皇の道案内人とし
て登場する「ヤタガラス」の故事が有名である。森林性のハシブトガラスではないかと思われ
る。カラスを神の使者とする考えは、北欧の神話にも登場する。軍事や魔術、権利などを司る
神オージンの肩には、フギン（思考） とムニン （記憶） という名の二羽のカラスがとまってい
て、 世界中の情報を神に伝えるというのである。カラスに「神通力があり、超能力がある」と
いう伝説は、いろいろな民族に伝わっている。
日本では、天皇即位の儀式の際に、庭に四神（青龍、白虎、朱雀、玄武の四つの神）を描い
た幡の瞳 （と う）を立てる。その中央の幡にも、銅製の三本足のカラスが飾られている。ま
た、その横に並んでいる「日像 （ひがた）の幡」にも、三本足のカラスが描かれている。こう
した儀式に登場する三本足のカラスは、おそらく 中国から伝えられたものだと思われる。カラ
スは、神武天皇を救ったヤタガラス以来、天皇家と密接な関係にある。
では、神話に登場するカラスは、なぜ三本足なのだろうか。
日本の昔話によれば、かつて、カラスもイヌも三本足でとても歩きにくかったという。そこ
でイヌが熊野の権現様に頼んで、 カラスの足を一本わけでもらった。こうしてカラスは二本、
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イヌは四本足になったというのである。イヌが今でも、 おしっこをするときに後ろ足を上げる
のは、神様から授かった足を汚さないようにしているということだ。
三本足のカラスというのは、「普通のカラスと異なる」ということを強調したものだろう。農
作物を荒らし、いたずらをして困るカラスと神の使者と してのカラスが同じでは都合が悪いの
だ。神の使者と してのカラスは、超能力を備えた特別なカラスであり、その象徴として三本足
のカラスが登場したのだろう。
三本足のカラスは実は今の私たちの身近なところにもいる。
最近、日本ではサッカーが盛んである。その火つけ役となった日本サッカー協会の旗章にも、
三本足のカラスが描かれている。昭和6年の理事会で採用されたもので、東京高等師範の内野
台嶺教授らの発案で、日奈子実三氏がデザイン化したものといわれている。（玉置良吉 『日本サ
ッカー協会の旗章について』 1994年）。三本足のカラスは、中国の古典 『准南子（えなんじ)j
の話をとり入れたもので、太陽を象徴している。
日本サッカー協会も超能力を備えた三本足のカラスのように、神に通じるスポーツを目指し
ているのかも しれない。さて、 2002年6月、サッカーのワールドカ ップ（w杯）0 
神の使者である、 三本足のカラスに守られた日本チームの活躍はいかがなものだろうか。
E ス ス‘ メ Sparrow 
スズメ引の［スズjは小さいこと、「メ」 は鳥のことで、小さい鳥の意味。
野鳥を観察する時、大きさのめやすになる鳥のひとつで、頭は茶色、背は褐色で黒い縦斑 （た
てふ）があり、「のど」と「ほおjが黒い。
ニュウナイスズメの 「ニュウナイ」は、新しい穀物の新嘗（にいなめ）のことであり、人よ
り先に新嘗を食べる烏なのでニイナメスズメといい、それが転じてこの名前になったという。
スズメに似ているが、「ほお」に黒い斑がなく 、スズメよ り小形である。
イエスズメは、本来、欧州の市街地に住む鳥であるが、10年ほど前から利尻島、積丹町で確
認されている。「ほお」に黒い斑がな く、スズメより大形である。
スズメは、深い森や高山をのぞいて、どこにでもいる鳥であり、特に人家の近くに多くいて
l年中見ることができる。
スズメが、群れをなして食事するには、二つの理由がある。
第一の理由は、鳴き声によって、仲間のスズメに餌のありかを知らせることができる。スズ
メたちの賑やかな声を聞きつけて、他のスズメも食事にありつけるのである。
スズメ本来の主食は種子であり、イネ科の繁茂する熱帯サバンナが原産でだろうといわれて
いる。見渡すかぎり続く草原では、餌のありかをー羽で探すよりも、多くの目で探すほうが有
利である。集団で採餌する習性はサバンナの時代に身につけたのだろう。群れで生活している
と天敵に襲われたときにも、一斉にばらばらの方向に飛び散れば、捕食者はターゲッ トを絞れ
なくなり、危険も分散されることになる。
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第二の理由は、天敵に対して警戒と関係している。普通に考えれば、静かに食事をした方が
天敵に対して警戒しやすいよう にも思える。ところが実際には、ネコや人が接近してくると、
スズメたちは急に鳴きやむのだ。 チュンチュンと、あれほど賑やかに鳴いていたのに、突然鳴
きやんでしまう。シーンと静寂になることが、周囲への警戒心をひときわかき立ててくれる。
一瞬の静寂、そのダイナミックな変化が、天敵に対する警戒信号になっている。
「おや、どうしたのかな」「ネコでもやってきたのかな」と注意を払うこ とになる。
スズメの群れは、賑やかに鳴く ことによって仲間に餌のありかを知らせる一方、一瞬にして
静寂になることによって、群れ全体に張りつめた警戒心を喚起しているのである。
スズメは、最も身近な野鳥でありながら、常に人を警戒している。なぜ、これほど人を恐れ
るのだろうか。
スズメが、人への警戒心をいつまでも失わないのは、実は長い間スズメ を迫害してきたから
である。 日本の農業は、弥生時代から水田稲作が中心であり、稲作にとっての最大の害鳥がス
ズメであった。
スズメは、収穫の秋になると、集団で
羽もの大群で稲をついばむことになる。 ある資料によれば、 鳥類全体でのイネの食害量は年間
8659 t、そのう ちの7割にあたる6021tはスズメによる ものだといわれている。主食の米を食
害するとなれば、当然のことだが農家の人が黙認するはずがない。案山子（かかし）や鳴子、
昔ながらの方法に加えて、最近では、キラキラ光る反射テープを張りめぐらしたり、カラスの
死体やタカの模型をぶら下げたりしている。 また、ゾラーミサイjレという爆発音を用いたり、
水田を防鳥網で、被ったり、無双網で一網打尽にするなど、あの手この手の対策が講じられてい
る。有害鳥獣としてのスズメの捕獲許可数は、年間100～130万羽だが、この他に無許可で捕獲
しているものを加えると、捕獲実数はさらに多いものと思う。
ユニークな捕獲法と しては、1955年に鳥取市の農家で、行ったものがある。アルコールに浸し
た穀物をスズメに食べさせ、 酔っぱらったところを手づかみにするという方法である。
ところが、スズメの減少に伴い、農作物の害虫が増加したため、アルコールを用いたスズメ
の捕獲は、数年で中止になった。スズメは稲を食べる害鳥であるとともに、稲の害虫を食べる
益鳥でもあったからだ。とくに、繁殖期には、雛の餌の50～80%は動物質で占められ、ゾウム
シ、ハムシをはじめ、コガネムシ、ヨコバイ、アワフキ、イナゴ、蛾の幼虫などの稲の害虫を
捕食する。人を警戒しながらも、人とと もに生活しているスズメの生活は、害鳥と益鳥の両面
を反映しているようにも思える。
町の公固などのスズメを見ていると、スズメが人を信用しつつあるよう に思える。それだけ
都会や都会人に、野鳥愛護の精神が浸透してきたに違いない。それと同時に、都会人の多く
が、水田稲作という生産現場から遠く離れてしまったことを意味していることになるかもしれ
ない。
2002: 4 北海道新聞『卓上四季Jより。
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民話や歌にも登場するスズメ。私たちにとって最も身近な野鳥の一つだろう。その日本のス
ズメが危うい、と聞いて驚いた。雑誌「モーリ」第5号（道新野生生物基金編）に載った北大
名誉教授、石城謙吉さんのエッセーである。スズメ類は世ー界に15種いるらしい。市街地に住む
代表がアジアのスズメと欧州、｜のイエスズメ。そのイエスズメが世界制覇を目指して東進してい
る。 12年前の夏、利尻島で初めて確認され話題になった。その後も積丹などでも見つかってい
る。
昔は、欧州の市街地にもスズメがいたという。しかし、産業革命以降に勢力を広げたイエス
ズメに追い払われた。イエスズメは体が大きく、欧州型の市街地への適応に優れているからで
ある。この二つのスズメが日本で勢力争いをしても、建物や道路が洋風化した都市における市
街戦では、日本古来のスズメに勝ち目はない。負けたスズメが山林に逃げ込もうにも、本道の
市街地周辺の森には小柄だが気の強いニューナイスズメがしミる。スズメの行き場がない。今の
ところイエスズメの本格進出の気配はない。しかし、ちらちら飛来しながら定着に向けて様子
をうかがっているようでもある。石城さんは 「このスズメが私たち自身にダブルjという。
「押し寄せる西洋の波をかぶりつつ、なんとかして東洋を失うまいと抵抗する」。さて、白旗を
あげるのはどちらが先か。
N ムクドリ Grey Storling 
ムクノキの実を好んで、食べるところからつけられた名前である。
スズメとハトのあいだくらいで、大きさのめやすになる鳥。全体に黒褐色で、鴨と足が樟色。
顔は白く、飛ぶ姿は三角形に見える。
鳴き声は 「ジャー、ジャーjというダミ声で、大群で鳴くと騒音に近い。どことなく あか抜
けがしないのでムクドリが例え話に使われるときも、あま りいい意味ではない。四国地方の一
部ではムクドリ 3）を別名アホウドリとかノtカドリなどといっている。
この鳥は、コガネムシ、ネキリムシ、ジムシなど木や稲の害虫をせっせと食べてくれる益鳥
だが、人間社会では評判が悪い。秋になると余市方面の果樹園に大群で出没しては果実を荒ら
し回るが、そればかりではなさそうだ。生活力が旺盛で、人間社会の生活環境を巧みに利用し
て生きていく態度が、どうも小鳥ら しく ないということら しい。
毎年、春と秋、札幌のピル街にムクドリの飛来する様子を新聞社が写真入りで報じている。
正確には数えられないが、何千という数であることは間違いない。
子が巣立った後や渡りの季節とか冬は大群で移動する。昼は、ゴミ捨て場あたりでカラスと
一緒にえさをあさっているらしい。 そのほか、ムクドリの大好きな赤い実をつけるナナカマド
がある。二十数年前から、各地の人々は「慎重 ・安全・ 用心」を花言葉としているナナカマド
を、交通事故防止の願いをこめて、交通ラッシュのメーン・ストリートに街路樹として飾るこ
とにした。今では、それらの樹も大きく成長し、たくさんの実をつけるようになってきた。し
かも、その実は春先まで樹から離れないでついている。それを求めて分散しながら、郊外の岩
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見沢・恵庭 ・千歳・小樽などの各方面へ飛来し、夕方には大集団となり、 札幌のネオン輝くビ
ル街へ泊まるためにやってくる。
ねぐらにされたピルは大迷惑である。カラフルな不オンサインやネオン電球のコード、 電気
系統の器具類とところかまわず糞をするので、屋上に上ると悪臭に鼻をつまむほどだという。
ある会社ではたまりかねて大掃除をやった。高所の作業なので高い金がかかり、清掃代だけで
100万円以上もかかったという。
そうかといって「一網打尽に捕まえてヤキト リにでも・－－ 」とはいかない。ムクドリは保
護鳥なのでそれはできない。
森林に林道を造って人聞が入り込んでいくと、林縁沿いにムクドリが住みつく。本来なら自
然とともに生きてきた鳥に違いないのだが、その環境を破壊され、 長い年月、人聞社会とつき
合っているうちに自然界よ りも人間臭い環境を好むよう になったのかもしれない。
V ハ ト Pigeon 
ハト叫は、飛ぶ姿から「速鳥J（はやとり）といい、それが略されて名づけられたという。
道内で見られるハトを大別すると、 ドバト、 キジ、パト （ヤマバト）、アオバトの三種ある。
ドバトはク ックウ、キジ、パトはデデポッポウ、 アオバトはマオーと鳴き、それぞれに特徴のあ
る鳴き方をする。ほとんどの鳥は、頭を上げて水を飲み込むが、ハトの仲間だけは、くちばし
を水につけたまま、吸い込んで、飲むことができる。
ドバトの原種は、南ヨーロッパから中央アジア、 インド、中国に分布するカワラパト。肉用
種ハトや伝書パト、 愛がん用ハトなどの大部分の飼いパトは、このカワラパトから人為的につ
くられた品種で、ドバトはこの半野生品種。つまり神社、仏閣の境内のハトや飼い主からほう
り出された飼いハトが野生化したものである。
1967年頃（昭和42年）、小、 中学生などの問でハ トの飼育がブームを呼んだが、熱がさめる
とほうり出されたため、それが野生化したものとみられている。
道猟友会札幌支部が47年春、キジ、パトを含めて800羽を駆除したが、 そのうち一羽の胃袋を
調べてみると500粒の穀物が出てきた。鳥の仲間ではハ トだけが虫を食べないという食生活の
面からみれば、むしろ害鳥の部類だが、 なまじ、『平和の鳥』といわれているだけに駆除には感
情的な抵抗がある。欧米などでは、避妊薬やハ トがきらって近づかなくなる薬剤など消極的な
駆除法が開発されつつある。
キジバトは、本州、｜で越冬した後、道内の山林、比較的人里近いところに営巣する。畑に一番
害を与えるハトで、 トウモロコシ、ソパ、大豆、小豆、などの豆類を植えるそばから荒らし回
るが、市街地にはあまり近づかない。
アオバ トは、「マオー、マオー」と陰気な響きの鳴き声から、東北地方では魔王鳥と呼ばれて
いる。 札幌 ・藻岩山や野幌原始林などの山林に巣をつくるが、数は少ない。
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U ツバ メ Swallow 
くちばしで土をくわえていき巣をつくるので、「土食み」（っちばみ）と呼ばれた。チを略
し、 ミがメに代わり、ツバメ 5）と呼ばれるよ うになった。
長い翼をもち、空中を飛び回るのが得意な鳥。額と喉が赤く、胸とのさかいに黒のふちどり
があり、尾は、深く二つに分かれている。
ツバメの仲間は、青い光沢がある黒っぽい体をした鳥で、つばさと尾は長く、先がとがって
いる、飛ぶのがとても速く、えさの見虫を飛びながらとるのが特長である。
ツバメの仲間は、卵を産んで、ひなを育てるために、春に南の固から飛んで来て、秋にま
た、暖かい南の国へ飛んで、行って冬をこす、渡り鳥である。この場合は、日本を繁殖地、南の
国を越冬地という。
ツバメは、人家ののき下などに、どろと枯れ草を固めた、おわん形の巣をつくる。卵は3～
7個産む。 卵を温め始めて、約2週間後にひながかえると、雄と雌は、交代でひなにえさを運
ぶ。食欲旺盛なひなたちは、親ツバメの姿を見つけると、いっせいに大きな口を聞けて、えさ
をねだる。鳥の口の中は、オレンジ色や赤でとても鮮やかだ。鳥の親はどの種類でも、ひなの
口の中の色を見ると、えさをやらずにいられなくなるらしい。ツバメのひなは、約3週間で、
巣から飛び立つ（巣立ち）。
子ツバメが巣立ちの後も、親ツバメは子ツバメにせっせとえさを運び続ける。子ツバメは翼
をふるわせて、えさをねだる。
8月頃、子育てを終えた親ツバメと巣だ、った子ツバメは、集まって大きなねぐらをつく る。
ときには、数万羽もの大きなねぐらになる。ねぐらは、ヨシやススキなどの草が生えた川原や
沼の周りにある。
ツバメは、飛ぶ力がすぐれた鳥で、速く 、しかも自由に向きを変えて飛ぶことができる。
飛んでいる虫を急旋回してつかまえることができる。水を飲むときも、口を開けながら水面す
れすれに飛び、 くちばしでフkをすくう ようにして飲む。
日本では、 8月下旬ころから、秋のわたりが始まる。この時期には、海岸近く、各地から集
まって来たツバメが、電線にずらり と並ぶようになる。 沖縄県を通り、東南アジア、インドネ
シア、ニューギニアなどの南の固にわたって冬をこすことになる。 10月～11月には、ほとんど
のツバメカfわたりをおえてしまう。
四カ ッコ ウ Cuckoo 
「カッコウ カッ コウ」と鳴く声からついたといわれている。
英国でもこの鳥はCuckoo（ク ックウ）、フランスで、はCoucou（ククウ）、 ドイツで、はKuckuck
（ククック）という。異名は、閑古鳥、種まき鳥、苗代鳥。
カッコウ6）は、5月中旬に、フィ リピン、東南アジアなどの南の固から日本にわたって来
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る。雄は、雌より数日早くわたって来て、小鳥たちの巣がある場所をなわばりにし、 雌とつが
いになる。
カッコウは自分で巣をつくって、雛を育てないで、他の鳥の巣に託卵して雛を育ててもらう
ことが知られている。これは鳥同志が相談して託卵するのではなく、本能的なものである。札
幌や野幌付近で仮親となるのは、 ウグイス、オオヨシキリ、ハクセキレイなどである。
6月初めごろカッコウは、仮親のよく鳴いている付近を毎日偵察しながら、どの巣に自分の
卵を託卵すべきかをねらっている。適当な仮親が2、3個卵を産んだころを見計らって、仮親
の卵を l個と り出して捨て、自分の卵を l個産んで数を合わせておくのである。たいていの仮
親は自分の卵とカ ッコウのI卵と合わせて、 4、5個産んでいる。仮親は10～13日間抱卵して
自分の卵をふ化させるのだが、 カッコウの卵は9～10日でふ化するから、仮親の卵よ り1～3
日早くふ化する。ふ化したばかりのカッコウの雛は、全力をつく して、まだふ化しない仮親の
卵を巣外にはじき出す奇習がある。
カッ コウの子はふ化したばかりなのに、体にさわる仮親の卵を自分の背中のく ぼみにのせ、
まだ羽も出そろわないのに、腰を高く持ち上げて、巣外にはじき出す習性があるが、これは本
能によるもので、まことに残酷な仕打ちである。仮親は自分の卵が、 カッコウの子に全部捨て
られたこと も知らずに、せっせと餌を運んできて、自分の雛以上の苦労をして20～23日間育て
るのである。しばしば仮親の2、3倍も大きくなったカ ッコウの子が、仮親が頭がすっぽり入
るような大きな口をあけて、仮親に養ってもらっている光景を見ることができる。
カッコウは樹林や農耕地について大きな被害を与える毛虫を主食と しているから、まことに
ありがたい鳥なのである。大きさはハト大で、少し尾が長い。体の上面は灰褐色で、頭が灰色
で、下面の横じまは細かく密である。繁殖期に雄はカッコウ、カッコウと鳴くが、雌はピピピ
ピピと鋭い声で鳴く。
1960年（昭和36年）、札幌市の人口50万人突破を記念して市民投票が行われ 「さっぽろの
鳥」にカッコウが選ばれた。カッコウは札幌市のシンボル鳥であるが、今は札幌の中心街には
ビルがたくさん建築され、カッコウの鳴く空間はなくなったのではないだろうか。もし「カッ
コウ、カ ッコウjと鳴いたにしても、大通り公園や平岡梅林公園からでは、車の騒音などで、
人々の耳に達することは、まれにしかないであろう。
鳥たちの自然の詩に比べると、あまりにも巨大な開発のエネルギーに埋没され、「さっぽろの
鳥」カ ッコウの呼び名、何かむなしい。
唖 ヒ ヨ ド リ Bulbul 
ヒーヨ、ヒーヨと鳴くところから、この名がついたといわれている。また、ヒエを好んで、食
べるので、稗鳥とも呼ばれ、それが転じたともいわれている。
ほほ全身が灰色で、尾が長めの鳥。 くちばしはとがっていて、 ほおは茶色。よく頭の羽毛を
立て、ぼさぼさ頭になる。
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ヒヨドリ 7）は、セミ捕りの名人である。
ヒヨ ドリは、木にとまっているをセミを発見しでも、いきなりセミに襲いかかったりはしな
いのである。セミのとまっている樹木の直前まで飛んでいくや、ホパリングをする。ヒヨドリ
の翼の振動と羽音に驚いて飛び立ったセミに、飛びつく ように襲いかかつて捕らえる。
ヒヨドリは、とまっているセミを脅かし、いったん飛び立たせて、空中で捕らえる。では、
なぜとまっているセミ を直接襲わないで、いったん飛び立たせてから捕獲するのだろうか。セ
ミは、ほとんど直線的に飛ぶ、 多少はジグザグに飛ぶこともできるが、君、角度に方向転換を し
てもヒヨドリの追跡をかわすことはできない。それに対して、ヒヨドリの飛朔は実になめらか
で、 柔軟性があり、空中での方向転換は自由自在である。飛刻中のトンボや蛾に飛びついて捕
らえることに優れている。一般に、尾羽根の長いヒヨドリやセキレイなどの烏は、方向転換に
優れている。飛ぴ、立ったセミの方向に向かつて、 全力で飛朔し、噛で捕らえる。
夏は主として、森林に生息し、冬になると里山から人家の屋敷林にまで降りてきて、ピィー
ヨ、ピィーヨなどと高い芦をはり上げて鳴くのはヒヨドリであるが、北海道で、繁殖しているの
を特にエゾヒヨドリといっている。本州産のヒヨドリに比べて体の色彩が淡色である。
エゾヒヨドリは冬になって森林内の餌が不足すると、人里の庭園に植えであるナナカマド、
イボ夕、オンコの実などを求めて飛来するから、冬季間庭園の木にリンゴなどをつけておくと
よく利用される。近年愛鳥家たちの聞に、 冬のあいだ人工給餌の風習が芽生えたことは、まこ
とに結構なことである。
北海道にいるエゾヒヨドリは留鳥であるがかなり多数の固体が四国、 九州、｜に渡って越年する
ことが知られている。春夏の繁殖期にはつがいで暮らしているが、 繁殖が終わる と仲間どうし
ピィ、ピィとよく鳴いて小郡なして飛び、一羽だけで飛びあるくようなことは滅多にない。体
の大きなわりにおく病な鳥で、少しでも危険を感じるとさっと逃げてしまう。
秋風が吹いて木の葉が散るころ、この鳥が来て鳴くとなんとなくものさびしく 、厳しい冬の
前ぶれのような気がしてならない。
区おわりに
昔の人々は、鳥たちと深く結びつき、親しく暮らしていた。また、鳥たちを心から敬っても
いた。現代の私たちも、昔の人々のようなやさ しい心や慈しむ気持ちで鳥たちに接していきた
いものである。
いく ら物質文明が発達したとはいえ、 人間の心の優しさに勝るものはないと思う。文明の利
器を振りかざし、人聞は自然に対してあまりにも尊大になりすぎたようである。これまでのが
むしゃらな高度経済成長が一段落し、日本列島を嵐のごとく襲った開発ブームも一息っき、現
在は自然破壊に対する反省の時期に入っているこ とも確かなようである。
ただ単に、野鳥ばかりではなく、同時に野鳥を取り巻く生息環境を、 草花や樹木、昆虫や貝
類、動物などを含め、生き物たちが安心して営みを続けていける環境を時聞がかかっても匙さ
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せる必要がある。
ノTー ドウッチャーの増加が、自然界の仕組みを正しく理解し、生き物たちの存在を真に思い
やってくれる人々の増加へとつながり、このかけがえのない地球の自然を守る輪となってくれ
ることを願わずにはいられない。また、たとえささやかであっても、 一人ひとりの自然への確
かな「意識jが、わたしたちのささやかな毎日の生活に、何ものにも代え難い充足感をもたら
せてくれるだろうと信じている。
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